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朝
、
目
が
さ
め
る
。
空
は
晴
れ
て
い

る
よ
う
だ
。
今
日
一
日
の
無
事
を
願
い

手
を
合
わ
せ
る
。

　
仏
壇
に
線
香
を
供
え
先
祖
に
手
を
合

わ
せ
る
。
家
族
が
、
湯
気
の
出
て
い
る

み
そ
し
る
、
白
い
御
飯
の
特
有
の
に
お

い
が
流
れ
る
食
卓
を
前
に
、
そ
ろ
っ
て

手
を
△
口
わ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
こ
ん
な
朝
の
繰
り
返
し
が
訂
し
の
日

本
で
は
あ
た
り
ま
え
だ
っ
た
。

　
い
ま
核
家
族
が
す
す
み
、
手
を
合
わ

せ
る
機
会
も
少
く
な
り
、
一
日
の
無
事

を
祈
る
こ
と
な
ど
な
い
で
あ
ろ
う
。
も

ち
ろ
ん
仏
壇
の
な
い
家
も
多
い
し
、
家

族
そ
ろ
っ
て
の
朝
食
も
あ
ま
り
な
い
。

　
家
族
、
日
本
、
世
界
ど
こ
を
ど
っ
て

も
せ
わ
し
な
く
手
を
合
わ
せ
落
ち
つ
く

時
が
な
い
の
だ
ろ
う
か
！

　
死
者
を
送
る
霊
枢
車
が
通
っ
て
も
道

ゆ
く
人
々
は
知
ら
ぬ
顔
だ
。
電
柱
の
か

げ
で
お
年
寄
り
が
そ
っ
と
手
を
合
わ
せ

て
見
送
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
T
）

念仏行脚（浄土宗）シリーズ③行

（解説8面に）
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防
ご
う
非
行
、
助
け
よ
う
立
ち
直
り

期
日
1
0
月
3
1
日
～
1
1
月
1
日

場
所
浄
土
宗
大
本
山
増
上
寺

　
第
二
十
七
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
は
、
昭
和
五
十
五
年
十
月
三
十
一
日
、

十
一
月
一
日
の
両
日
に
わ
た
っ
て
、
東
京
・
芝
の
浄
土
宗
大
本
山
増
上
寺

（
藤
井
実
応
法
主
）
に
お
い
て
全
日
本
仏
教
会
の
主
催
に
よ
り
行
な
わ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
特
に
本
年
の
大
会
は
、
こ
こ
数
年
の
県
仏
主
催
の
大
会
と
違
い
、
大
会

の
あ
り
方
や
内
容
な
ど
に
つ
い
て
準
備
会
に
よ
り
討
議
を
重
ね
開
催
さ
れ

る
意
阿
で
あ
る
。

う
第
三
十
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
ψ

　
法
務
省
で
主
唱
す
る
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
は
第
三
十
回
を
む
か
え
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
日
本
宗
教
連
盟
（
全
仏
な
ど
五
団
体
）
で

は
事
業
計
画
の
一
環
と
し
て
聯
想
し
て
い
る
が

先
般
「
第
三
十
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

の
実
施
要
綱
が
、
中
央
実
施
委
員
会
よ
り
送
付

さ
れ
、
協
力
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
全
週
加
盟

の
宗
派
、
県
仏
、
団
体
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ

の
運
動
が
広
く
社
会
に
浸
透
し
ま
す
よ
う
む
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
の
重
点
目
標
は
「
青
少
年
の
非
行
防
止

と
更
生
の
促
進
」
で
、
青
少
年
の
非
行
が
ま
す

ま
す
多
様
化
し
つ
つ
あ
る
現
在
、
こ
れ
に
対
処

す
べ
く
、
地
域
住
民
の
諸
活
動
を
組
織
的
に
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
青
少
年
の
更
生
促
進
を

図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
期
間
は
七
月
中

と
な
っ
て
い
る
。
宗
教
連
盟
の
他
に
教
誇
師
連

盟
、
保
護
師
連
盟
な
ど
も
協
力
し
て
い
る
。

全
ム
三
専
門
委
員
き
ま
る

　
　
｛

全
仏
の
三
専
門
委
員
会
（
組
織
・
国
際
・
文
化
）

は
、
任
期
満
了
に
伴
い
左
記
の
よ
う
に
新
委
員

が
決
定
し
た
。
（
任
期
二
年
）

　
　
【
組
織
専
門
委
員
会
】

　
新
井
智
清
、
大
多
喜
義
忍
、
久
保
埜
太
清
、

河
野
亮
永
、
小
林
昭
延
、
桜
井
大
乗
、
神
野
真

一
、
高
辻
円
雄
、
土
持
良
栄
、
永
倉
嘉
文
、
花

木
義
光
、
畑
直
孝
、
美
濃
部
薫
一
、
鈴
木
霊
芝
、

木
全
カ
ズ

　
　
【
国
際
専
門
委
員
】

　
麻
布
照
海
、
青
木
孝
彰
、
伊
東
堅
純
、
織
内

七
郎
、
長
田
順
海
、
川
島
宏
之
、
黒
田
武
志
、

近
藤
隆
敬
、
佐
伯
真
光
、
佐
藤
良
純
、
奈
良
康

明
、
西
村
輝
成
、
花
山
勝
友
、
松
涛
弘
道
、
村

野
宣
忠
、
望
月
良
晃
、
柳
了
堅
、
山
口
貴
美
子

　
　
【
文
化
専
門
委
員
】

　
井
上
日
宏
、
石
谷
智
範
、
伊
藤
完
夫
、
岩
堀

至
道
、
金
岡
秀
友
、
門
屋
大
寿
、
榊
原
帰
逸
、

白
川
良
純
、
島
田
喜
久
子
、
塩
入
亮
達
、
宝
田

正
道
、
中
根
専
正
、
真
渓
義
貫
、
摩
尼
清
之
、

武
藤
義
一
、
若
林
隆
光

関
西
事
務
局
人
事
…

事
務
総
長
千
坂

組
織
部
長
小
沢

国
際
部
長
小
林

文
化
部
長
梶
原

教
化
部
長
広
島

審
議
部
長
小
泉

総
務
部
長
二
株

明宗昭隆忍照精
生和応也戒層禧道

（
事
務
局
）
右
京
区
花
園
妙
心
寺
町

派
宗
務
本
所
内

灘
心
寺
派

　
　
　
　
　
　
一

智
山
派

　
　
　
　
　
　
2

京
都
府
仏

　
　
　
　
　
　
一

浄
土
宗

大
谷
派

本
願
寺
派

妙
心
寺
派

　
　
妙
心
寺

亀
3
亀
6
艦
墨
る
署
巴
3
塾
2
亀
3
亀
ξ
3
騙
2
亀
3
亀
●
8
3
＝
3
8
●
3
亀
●
罵
3
8
3
竃
2
「
亀
3
蔓
3
亀
2
塾
8
亀
2
亀
3
亀
3
弓
3
塾
●
8
3
竃
層
3
亀
3
塾
2
亀
3
亀
3
亀
●
竃
0
3
亀
」
暑
3
亀
0
巴

銀
座
通
り
を
念
仏
行
進

新
橋
で
難
民
救
援
募
金

　
東
南
ア
ジ
ア
難
民
に
愛
の
手
を
！
と
大
正
大

学
在
籍
の
浄
土
宗
教
職
員
と
学
生
百
二
十
名
が

四
月
十
九
日
に
銀
座
、
新
橋
で
托
鉢
を
行
な
っ

た
。
こ
れ
は
善
導
軍
師
一
千
ゴ
舌
］
年
期
膝
隠
讃

「
念
仏
大
行
進
」
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
新
橋
駅
前
で
は
街
頭
募
金
を
行
な
い

道
ゆ
く
人
々
に
難
民
救
済
を
呼
び
か
け
、
続
い

て
増
上
寺
ま
で
念
仏
行
脚
を
行
な
っ
た
。

　
な
お
、
増
上
寺
に
お
い
て
念
仏
大
行
進
の
監

督
を
つ
と
め
た
宮
林
大
正
大
教
授
と
仏
青
の
若

林
会
長
よ
り
募
金
活
動
に
よ
せ
ら
れ
た
浄
財
二

十
六
万
余
円
が
、
全
仏
の
日
野
事
務
総
長
に
手

渡
さ
れ
、
難
民
救
援
金
と
し
て
送
ら
れ
る
。
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…
鍵
鱒
瀞
…
…
難
境
．
“
…
…
．
㈲
灘
端
…
…
蟹
…
…
…
百
選
…
蜘
箪
・
．
墜
㍊
…
舞
“
・
。
鱗
羅
…
羅
撚
…

繍
…
…
…
鞘
轟
・
．
離
灘
…
羅
…
…
難
…
…
…
灘
　
…
…
難
…
…
聡
…
選
曲
…
灘
酒
灘
胤
…

霧
國
…

預
言
者
マ
ホ
メ
ッ
ト

（上）

中
央
大
学
嚢
嶋
田
裏
平

鰍　
　
イ
ス
ラ
ム
は
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
メ
ッ
カ
に

　
生
ま
れ
育
っ
た
マ
ホ
メ
ヅ
ト
が
、
六
一
〇
年
、

　　唯
一
の
神
ア
ラ
ー
の
啓
示
を
受
け
て
創
唱
し
た

　
一
神
教
で
、
そ
の
信
者
を
ム
ス
リ
ム
と
い
う
。

　
そ
の
後
ア
ッ
ラ
ー
の
啓
示
は
、
六
三
二
年
に
マ

鰍
騨
ホ
メ
ッ
ト
が
世
を
去
る
ま
で
彼
に
下
り
続
け
、

　　六
五
〇
年
O
ろ
、
こ
の
啓
示
の
記
録
を
一
冊
の

　
書
物
に
編
ん
だ
も
の
が
、
イ
ス
ラ
ム
の
聖
典
「
コ

　
ー
ラ
ン
」
で
あ
る
。

　
　
多
神
教
の
世
界
で
は
、
神
々
に
そ
れ
ぞ
れ
の

　
名
が
必
要
で
あ
る
が
、
一
神
教
の
世
界
で
は
、

　　そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
ア
ッ
ラ
ー
と
い
う

　
の
は
、
特
定
の
神
の
名
で
は
な
く
、
宇
宙
の
創

一
　
聖
者
で
あ
り
支
配
者
で
あ
る
神
ぞ
の
も
の
を
意

　
煙
し
、
イ
ス
ラ
ム
（
正
し
く
は
ア
ラ
ビ
ブ
語
で

～
　
イ
ス
ラ
ー
ム
）
は
、
こ
の
ア
ッ
ラ
ー
へ
の
絶
対

…
　
的
服
従
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
限
り
で
イ
ス
ラ

　
ム
は
、
同
じ
セ
ム
族
の
一
神
教
で
あ
る
ユ
ダ
ヤ

～　教
・
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
を
継
承
す
る
。

～　　
人
類
の
祖
ア
ダ
ム
に
始
ま
り
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム

　
・
モ
ー
セ
を
経
て
イ
エ
ス
に
至
る
一
連
の
預
言

…　者
の
名
は
、
「
コ
ー
ラ
ン
」
に
記
さ
れ
、
こ
れ
等

～　の
預
言
者
を
信
じ
る
こ
と
も
、
イ
ス
ラ
ム
の
信

岬　
仰
の
一
部
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
世
界
の
あ

ら
ゆ
る
宗
教
の
信
仰
告
白
の
う
ち
最
も
簡
潔
な

も
の
と
さ
れ
る
イ
ス
ラ
ム
の
信
仰
告
白
に
、

「
神
は
唯
一
に
し
て
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
は
神
の
使

徒
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
ム
ス
リ
ム
は
神
が

唯
一
で
あ
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
マ
ホ
メ
ッ
ト

が
、
そ
の
神
に
よ
っ
て
地
上
に
遣
わ
さ
れ
た
預

言
者
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
の
教

え
に
従
っ
て
来
世
の
救
済
を
求
め
る
。
し
か
も
、

正
統
派
イ
ス
ラ
ム
の
信
仰
に
よ
れ
ば
、
マ
ホ
メ

ッ
ト
は
最
後
の
預
言
者
で
あ
り
、
神
は
マ
ホ
メ

ッ
ト
以
後
、
い
か
な
る
預
言
者
を
も
地
上
に
遣

わ
し
た
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
る
。

シ
ャ
リ
ー
ア
と
啓
典
の
母
体

イ
ス
ラ
ム
は
、
マ
ホ
メ
ヅ
ト
に
よ
っ
て
初
め

て
唱
え
出
さ
れ
た
が
、
イ
ス
ラ
ム
そ
れ
自
体
の

考
え
か
ら
す
れ
ば
、
イ
ス
ラ
ム
は
天
地
・
人
類

の
創
造
以
前
か
ら
厳
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。

神
は
天
地
と
人
類
、
日
月
上
農
、
山
川
草
木
、

動
物
と
植
物
な
ど
宇
宙
の
万
物
を
創
造
し
、
自

然
に
は
従
う
べ
き
秩
序
、
人
類
に
は
守
る
べ
き

規
範
を
授
け
た
。
こ
の
規
範
を
シ
ャ
リ
ー
ア
と

い
い
、
神
へ
の
絶
対
的
服
従
は
具
体
的
に
は
、

シ
ャ
リ
ー
ア
へ
の
絶
対
的
服
従
で
あ
り
、
現
世

で
シ
ャ
リ
ー
ア
に
従
う
も
の
に
は
、
来
世
で
永

遠
の
生
命
が
保
証
さ
れ
る
。

　
マ
ホ
メ
ッ
ト
以
前
に
も
、
神
は
多
く
の
預
言

者
を
地
上
に
遣
わ
し
た
が
、
特
に
モ
ー
セ
に
は

「
タ
ウ
ラ
ー
」
（
旧
約
聖
書
、
特
に
モ
三
重
五

書
）
、
イ
エ
ス
に
は
「
イ
ン
ジ
ー
ル
」
（
新
約
聖

書
、
特
に
福
音
書
）
を
授
け
、
人
々
に
シ
ャ
リ

ー
ア
を
教
え
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
ユ
ダ
ヤ

教
徒
も
キ
リ
ス
ト
教
徒
も
シ
ャ
リ
ー
ア
に
背

き
馬
そ
れ
ば
か
り
か
、
天
な
る
神
の
か
た
わ
ら

に
大
切
に
保
管
さ
れ
た
石
碑
に
刻
ま
れ
た
「
啓

典
の
母
体
」
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
版
で
あ
る
「
タ
ウ

ラ
ー
」
、
ギ
リ
シ
ア
語
版
で
あ
る
「
イ
ン
ジ
ー
ル
」

は
、
い
ず
れ
も
不
完
全
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

こ
で
神
は
、
最
後
の
預
言
者
と
し
て
マ
ホ
メ
ッ

ト
を
地
上
に
遣
わ
し
、
「
啓
典
の
母
体
」
に
最
も

忠
実
な
ア
ラ
ビ
ア
語
版
で
あ
る
「
コ
ー
ラ
ン
」

を
彼
に
授
け
、
シ
ャ
リ
ー
ア
を
そ
の
完
全
な
形

で
人
類
に
伝
え
さ
せ
た
、
と
す
る
の
が
「
コ
ー

ラ
ン
」
の
教
え
で
あ
り
、
ム
ス
リ
ム
は
こ
の
こ

と
を
堅
く
信
じ
て
疑
わ
な
い
。

シ
ャ
リ
ー
ア
の
支
配

六
二
二
年
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
は
八
十
名
ほ
ど
の

ム
ス
リ
ム
を
率
い
て
、
メ
ヅ
カ
か
ら
メ
デ
ィ
ナ

に
移
り
住
ん
だ
。
こ
の
移
住
を
ヒ
ジ
ュ
ラ
と
い

い
、
こ
の
六
二
二
年
が
、
そ
の
後
、
現
在
ま
で

イ
ス
ラ
ム
の
正
式
の
暦
と
さ
れ
る
ヒ
ジ
ュ
ラ
紀

元
の
元
年
と
な
る
（
ち
な
み
に
、
一
九
七
九
年

十
一
月
二
十
一
日
は
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
紀
元
一
四
〇

〇
年
一
月
一
日
で
あ
る
。
）

　
ヒ
ジ
ュ
ラ
は
マ
ホ
メ
ッ
ト
に
、
メ
ッ
カ
か
ら

の
移
住
者
と
メ
デ
ィ
ナ
の
ム
ス
リ
ム
と
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
る
共
同
体
ー
ア
ッ
ラ
ー
を
究
極
の

主
権
者
、
預
言
者
マ
ホ
メ
ッ
ト
を
そ
の
地
上
に

お
け
る
代
理
人
と
認
め
る
ム
ス
リ
ム
の
信
仰
共

同
体
1
を
メ
デ
ィ
ナ
で
地
上
に
建
設
す
る
こ

と
を
可
能
に
し
た
。
こ
の
信
仰
共
同
体
は
、
ア

ラ
ビ
ア
語
で
ウ
ン
マ
と
よ
ば
れ
る
。
当
時
、
多

神
教
の
世
界
で
あ
っ
た
ア
ラ
ビ
ア
半
島
に
お
い

て
、
ウ
ン
マ
は
、
現
実
の
地
上
に
お
い
て
シ
ャ

リ
ー
ア
の
支
配
す
る
唯
一
の
場
で
あ
り
、
文
字

通
り
イ
ス
ラ
ム
の
「
神
の
国
」
で
あ
っ
た
。
こ

の
神
の
国
こ
そ
、
の
ち
に
イ
ス
ラ
ム
帝
国
と
し

て
結
実
す
る
イ
ス
ラ
ム
国
家
の
最
初
の
核
で
あ

り
、
帝
国
の
最
盛
期
は
も
ち
ろ
ん
、
現
在
に
至

る
ま
で
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
の
ウ
ン
マ
は
つ
ね
に
全

世
界
の
ム
ス
リ
ム
の
理
想
の
政
治
で
あ
り
続
け

た
。
そ
こ
で
は
富
め
る
も
の
も
貧
し
い
も
の
も

な
く
、
信
者
は
す
べ
て
神
の
も
と
に
平
等
で
あ

り
、
預
言
者
は
神
の
啓
示
に
従
っ
て
人
々
を
導

き
、
信
仰
と
政
治
と
の
乗
離
は
な
か
っ
た
。
中

世
は
も
ち
ろ
ん
近
代
に
お
い
て
も
、
イ
ス
ラ
ム

の
政
治
・
宗
教
運
動
に
一
種
の
復
古
主
義
的
傾

向
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な

理
由
か
ら
で
あ
る
。

　
神
の
啓
示
の
記
録
「
コ
ー
ラ
ン
」
は
、
言
葉

を
変
え
れ
ば
シ
ャ
リ
ー
ア
の
記
録
で
あ
り
、
そ

の
点
、
本
質
的
に
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
の
歴
史
で

あ
る
「
タ
ウ
ラ
ー
」
、
お
よ
び
イ
エ
ス
の
伝
記
で

あ
る
「
イ
ン
ジ
ー
ル
」
と
「
コ
ー
ラ
ン
」
と
の

違
い
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
神
と
と
も
に

永
遠
な
神
の
ロ
ゴ
ス
で
あ
り
、
ム
ス
リ
ム
に
と

っ
て
「
コ
ー
ラ
ン
」
の
神
聖
性
は
絶
対
に
犯
す

こ
と
は
で
き
な
い
。
た
と
え
、
そ
れ
が
い
か
に

残
酷
で
あ
ろ
っ
と
、
「
コ
ー
ラ
ン
」
で
定
め
ら
れ

た
以
上
、
盗
み
を
は
た
ら
い
た
も
の
の
両
手
は

切
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
の

は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。

〆■r噛ρ●rJ●rrρ◆紳■縛◆網◆引ρ■の∂○卍◆♂ρ◎κ◆κΦNO♂尋◎擢■κ■渥◆艘■翼●楓◆起φ習◆沢■詠2φ溜◆N◆κ○卍◆卍■♂♂◆κ◎♂♂◆裡φrぜ■8■’◎σ♂●rのOrり◆げ》9ぱ碗甲◎一P◆r砂◎’◎e“．rψ◆卍Oe’◆r凶“rの“r♂◎’◆’◆一PO’．ぱ．囲
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全　　　　　仏
第3種郵便物認可昭和55年6月1日

全
盤
の
理
事
会
開
く

54
N
度
決
算
な
ど
承
認

　
全
仏
理
事
会
は
、
五
月
二
十
四
日
午
前
十
一

時
よ
り
、
東
京
・
芝
の
明
照
会
館
（
浄
土
宗
）

に
て
開
催
。
鱒
淵
理
事
長
挨
拶
の
あ
と
議
事
録

署
名
委
員
を
選
出
、
昭
和
五
十
四
年
度
事
業
報

告
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

　
議
案
第
一
号
「
昭
和
五
十
四
年
度
事
業
計
画

に
つ
い
て
」

　
議
案
第
二
号
「
昭
和
五
十
四
年
度
歳
入
歳
出

決
算
に
つ
い
て
」

　
議
案
第
三
号
「
全
階
セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
委

員
会
に
つ
い
て
」

　
報
告
事
項
①
「
機
構
改
革
特
別
委
員
会
中
間

答
申
と
同
和
特
別
委
員
会
の
現
況
報
告
」

報
告
事
項
②
「
ル
ン
ビ
ニ
復
興
計
画
な
ら
び

に
第
±
二
回
W
F
B
大
会
に
つ
い
て
」

　
報
出
量
・
項
③
「
専
門
委
員
改
選
に
つ
い
て
」

　
報
告
事
項
④
「
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
（
W

C
R
P
）
日
本
委
員
会
常
務
委
員
に
つ
い
て
」

　
報
告
事
項
⑤
「
第
二
十
七
回
全
日
本
仏
教
徒

会
議
に
つ
い
て
」

　
報
告
事
項
⑥
「
そ
の
他
」
　
（
次
号
報
告
）

騒
年
度
の
事
業
報
告
艶
璽
醗
甥

、
加
盟
団
体
相
互
の
連
絡
・
提
携
お
よ
び

　　　9

　　　　　

2518
9　τ　§耀
422622818156

仏
教
鎭
仰
会
花
ま
つ
り
出
席

簑全日
仏
青
総
会
出
席

理
事
会

長
岡
・
鳴
門
仏
教
十
姉
妹
締
結
式

仏
教
鎖
仰
会
お
盆
ま
つ
り
出
席

孝
道
教
団
大
統
理
一
周
忌
参
列

長
野
県
仏
教
徒
大
会
出
席

全
日
仏
婦
例
会
出
席

浅
草
寺
貫
首
本
葬
参
列

1
2　
21

　　　　　　　　　　　　　　　11

　　　　　　　　　　　　　　　　　

271212986

　　　　　　　　　10

　　　　　　　　　　

20　19　12　3　28

大
阪
府
仏
三
十
周
年
記
念
大
会
出
席

埼
玉
県
仏
教
徒
大
会
出
席

東
京
都
仏
理
事
会
出
席

真
言
宗
智
山
派
管
長
晋
山
式
参
列

千
葉
県
仏
役
員
斗
出
席

財
務
部
長
会
議
（
東
京
）

全
日
仏
婦
大
会
出
席

財
務
部
長
会
議
（
京
都
）

宗
務
総
長
会
・
常
務
理
事
会

国
際
仏
教
興
隆
協
会
十
周
年
式
典

常
務
理
事
会

機
構
改
革
特
別
委
員
会

1
・
1
2
　
埼
玉
県
仏
新
年
会
出
席

　
　
2
5
　
評
議
員
会
・
理
事
会

　
　
2
5
全
仏
新
年
懇
親
会

2
・
1
2
　
機
構
改
革
特
別
委
員
会

　
2
、
仏
教
教
化
運
動
の
総
合
的
企
画
お
よ
び

促
進
　
毎
月
一
回
「
全
仏
」
誌
発
行

　
「
花
ま
つ
り
ポ
ス
タ
ー
」
等
の
普
及

312
　　　　　

122

　　　986
　　　　　　　　　　　　

29131826
仏
教
文
化
会
議
運
営
委
員
会
．

文
化
専
門
委
員
会

「
仏
教
徒
の
つ
ど
い
」
企
画
会
議

第
1
2
回
日
本
仏
教
文
化
会
議

仏
教
徒
の
つ
ど
い

文
化
専
門
委
員
会

3
、
諸
官
庁
お
よ
び
関
係
諸
団
体
と
の
連
絡

10　　9
　　　　　　　　　　

12204

8　7　　54
　　　　　　　　　　　　　　　　　

21　31　30　2419

3
　

6

2　1
　　　　　

113122
765…　　4
9287、7 　

日
宗
連
理
事
会

W
C
R
P
日
本
委
員
会
出
席

日
宗
連
理
事
会

　
　
　
〃

文
化
庁
と
懇
談
会
出
席

　
日
宗
連
・
特
許
庁
懇
談
会
出
席

日
宗
連
理
事
会

文
化
庁
包
括
宗
教
法
人
等
管
理
者
研

究
協
議
会
出
席

　
川
遊
連
理
事
会

　
　
　
〃

　
仏
英
研
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
出
席

　
文
化
庁
包
括
宗
教
法
人
等
管
理
者
研

究
議
会
出
席

　
日
豊
連
理
事
会

各
種
仏
教
運
動
の
実
践
お
よ
び
育
成

　
茨
城
大
会
打
ち
合
せ

　
組
織
専
門
委
員
会

　
茨
城
大
会
準
備
会

　10
　　　

15149
1098
ロ　　　　　　

442
　　　　　　3

5　　・

、26723

2
　

1
8

　　　　　　　1

　　　　　　　　

301816

1211
　　　　　

1228

　
　
〃

関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

茨
城
大
会
実
行
委
員
会

　
　
〃

都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議

第
2
6
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
茨
城
大

会組
織
専
門
委
員
会

同
和
特
別
委
員
会

仏
教
セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
委
員
会

同
和
特
別
委
員
会

国
際
専
門
委
員
会

仏
教
セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
委
員
会

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

同
和
特
別
委
員
会

組
織
専
門
委
員
会

　
　
各
国
の
W
F
B
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
各
国

　
　
　
仏
教
団
体
と
の
連
絡

1
2
・
1
3
－
1
4
　
W
F
B
執
行
委
員
会
出
席

1
2
・
1
4
　
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
救
助
連
絡
会
議

　
6
、
仏
教
お
よ
び
仏
教
徒
に
よ
る
国
際
親
善

　
　
　
お
よ
び
文
化
交
流
の
促
進

6
．
1
0
　
ス
リ
ラ
ン
カ
大
統
領
来
日
歓
迎
打
ち

　
　
　
合
せ

11　　10
　　　　　　　　の

72222

　　　　　　　　　9

　　　　　　　　　　

1313123

8
　

2025

　
　
〃

ス
リ
ラ
ン
カ
大
統
領
歓
迎
準
備
会

　
　
〃
　
　
　
実
行
委
員
会

　
　
〃
　
　
　
増
上
寺
参
拝

　
　
〃
　
　
　
歓
迎
会
開
催

日
・
タ
イ
交
流
の
翼
（
2
6
日
ま
で
）

F
．
ラ
イ
ダ
ー
氏
来
日
懇
談

日
華
仏
教
文
化
交
流
大
会
出
席

一4一
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全　　　　仏
第3種郵便物認可 昭和55年6月1日

昭和54年度財団法人全日本仏教会歳入歳出決算書
　歳入　予算額　金52，800，000円　　決算額金52，679，047円
　歳出　予算額　金52，800，000円　　決算額　金50，096，592円

　　　　歳入歳出決算剰余金　金2，582，455円
監査の結果証悪も完備し、収支が適正に行われていたことを認めます。

　　昭和55年5月15日　　監事　船口暉子　㊥
　　　　　　　　　　　　監事植松　威㊥
　　　　　　　　　　　　監事岩脇宏信㊥

歳入の部

項 目 対 子　　　　　算
予算額 収入済額

款 項 目 収入超過額 収入未済額
1．負　担　金 48，300，000 46，386，000 1，914，000

1．各宗派負担金 43，172，000 42，206，000 966，000
2．各団体負担金 5，128，000 4，180，000 948，000

2．寄　付　金 200，000 0 200，000
3．未納徴収金 700，000 1，604，000 904，000

4．基金果実 800，000 780，600 19，400
5．雑　収　入 800，000 800，714 714
6．繰　越　金 2，000，000 3，107，733 1，107，733

52，800，000 52，679，047 120，953

歳出の部

科 目 ○増　△減 予　算
付　　　　記

款 項 目 予算額 支出済額
流　用　額 不用額

1．事務総局費 35，350，000 34，279，215 1，070，785

1．人　件　　費 23，300，000 22，338，518 △　　125，147 836，335

1．職員俸給 10，150，000 9，749，540 △　　125，147 275，313 第2項1目へ流用
2．諸　　　　給 10，850，000 10，338，197 511，803
3．厚　　生　　費 1，500，000 1，450，781 49，219

4．退職積立金 800，000 800，000 0 第1項第1目より125，147流用

2．事　　務　　費 5，050，000 5，175，147 0　　125，147 0 第2項第2目より　1、730流用

1．借館借室費 2，000，000 2，330，000 0　　330，000 0 ”　3　〃　43，069〃
”　4　〃　123，369〃

〃　5　〃　　5，300〃

〃　6　〃　15，600〃

〃　7　〃　15，785〃

2．通　　信　　費 1，200，000 1，198，270 △　　　　1，730 0 第2項第1目へ流用
3．消　　耗　　品 300，000 256，931 △　　　43，069 0 〃　　　　　　　　〃

4．光　熱　費 500，000 376，631 △　　123，369 0 〃　　　　　　　　　〃

5．備　　品　　費 300，000 294，700 △　　　　5，300 0・ ”　　　　　　　　〃

6．印　刷　　費 500，000 484，400 △　　　15，600 0 〃　　　　　　　　〃

7．諸　　雑　　費 250，000 234，215 △　　　15，785 0 〃　　　　　　　　〃

3．旅　　　　費 2，300，000 2，184，826 115，174

4．関西事務局費 1，700，000 1，700，000 0
5．渉　　外　　費 3，000，000 2，880，724 119，276

2。総務自費 3，450，000 3，374，956 75，044
1．会　　議　　費 1，350，000 1，303，494 46，506

1．理事会費 400，000 395，141 4，859

2．評議貝会費 150，000 146，900 3，100
3．各種委員会費 300，000 272，630 27，370

4．諸会議費 500，000 488，823 11，177
2．共通事項処弁費 1，800，000 1，779，232 20，768

3．調査研究費 300，000 乞92，230 7，770

3．組織局費 3，900，000 4，209，860 0　309 0

1．組織強化費 3，500，000 2，923，155 △　　576，845 0

1．組織強化費 1，000，000 490，890 △　　509，110 0 第2項へ509，110流用
2．国内仏教徒会議費 2，500，000 2，432，265 △　　　67，735 0 第2項へ67，735〃

4．国際文化局費
2．時局対策費 　400，000

W，000，000
R，000，000

1，286，705

V，350，800
Q，622，702

0　　886，705 　　0
U49，200
R77，298

／第1項第1目より509，llO流用第1項第2目より67，735〃第6款より309，860充当

1．国際運動費 1．WFB関係費 1，300，000 991，472 308，528
2．国際仏教交流費 400，000 389，800 10，200
3．渉　　外　　費 1，300，000 1，241，430 58，570

2．文化会議費 L200，000 936，855 263，145
1．文化会議費 900，000 636，855 263，145
2．紀要作成費 300，000 300，000 0

3．教　　化　　費 300，000 297，100 2，900
4．機関紙発行費 3，500，000 3，494，143 5，857

5．雑　　　費 100，000 96，531 3，469

6．予　備　費 2，000，000 785，230 △　　309，860 904，910 第3款第2項へ
309，860充当

歳　　　　出 額 52，800，000 50，096，592 0 2，703，408

一5一
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全　　　　　仏
第3種郵便物認可昭和55年6月1日

＝：＝

　
日
蓮
聖
人
の
直
弟
子
・
六
老
僧
蓮
華
豆
粕
梨

日
持
聖
人
を
開
教
の
先
駆
者
に
い
た
だ
く
日
蓮

宗
開
教
布
教
の
歴
史
は
、
宗
祖
の
誓
願
・
一
天

四
海
皆
帰
妙
法
の
理
想
を
胸
に
、
多
く
の
有
志

が
世
界
各
地
に
雄
飛
し
て
い
る
。
戦
前
ま
で
は
、

米
国
、
中
国
を
は
じ
め
南
洋
諸
島
に
ま
で
拠
点

を
設
置
し
、
妙
法
宣
布
に
活
躍
し
た
。
戦
後
は
、

北
米
、
ハ
ワ
イ
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
そ
の
重
点
を
置

き
、
現
在
、
盛
ん
に
教
職
拡
張
を
行
な
っ
て
い

る
。

北
米
開
教
が
中
心

北
米
開
教
は
、
一
九
一
四
年
旭
寛
成
師
が
そ

の
先
駆
と
な
り
、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
へ
教
会
を

創
立
。
布
教
活
動
を
展
開
し
た
。
ハ
ワ
イ
で
は

こ
れ
に
先
だ
つ
こ
と
二
六
年
、
一
八
八
八
年
、

高
木
行
運
師
が
懸
命
を
体
し
て
カ
パ
パ
ラ
に
教

会
を
創
建
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
石
本
恵
纏
縫
に
よ

り
一
九
五
二
年
、
管
長
特
命
を
受
け
て
サ
ン
パ

ウ
ロ
に
拠
点
を
設
置
し
、
伝
道
を
開
始
し
た
。

現
勢
は
、
教
会
数
一
七
、
開
教
師
二
六
名
、
信

徒
数
約
一
万
で
あ
る
。
他
の
仏
教
教
団
に
比
べ

る
と
未
だ
の
感
が
あ
る
。
現
在
、
北
米
で
の
開

教
拠
点
は
、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
、
シ
ャ
ト
ル
、
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
、
サ
ン

ノ
ゼ
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
、
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
、
シ

「

意
欲
的
な
垂
下
布
教

カ
ゴ
、
ト
ロ
ン
ト
、
そ
し
て
ア
ン
カ
レ
ッ
ヂ
に

そ
れ
ぞ
れ
教
会
が
存
在
し
伝
道
活
動
を
し
て
い

る
。
西
海
岸
並
に
東
部
、
中
部
に
も
拠
点
が
で

き
れ
ば
理
想
で
あ
ろ
つ
。

　
旦
連
宗
は
、
い
ま
松
村
寿
顕
宗
務
総
長
が
開

教
布
教
に
大
き
な
意
欲
を
燃
や
し
て
お
り
、
就

任
以
来
、
そ
の
振
興
に
力
を
入
れ
て
施
策
を
実

行
し
て
き
た
。
即
ち
、
開
教
師
の
養
成
、
福
祉
、

教
化
研
修
、
布
教
に
と
り
く
ん
で
い
る
。
財
政

の
援
助
、
布
教
資
料
の
送
付
も
積
極
的
に
進
め

ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
予
算
面
で
は
、
沖
縄

の
布
教
補
助
も
含
め
て
約
七
千
万
を
組
み
、
布

教
資
料
で
は
、
日
蓮
宗
新
聞
の
英
字
版
を
は
じ

め
、
「
信
行
必
携
」
の
英
字
本
の
作
成
、
各
種
布

教
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ス
ラ
イ
ド
器
材
と
教
材
の

送
付
等
、
開
教
師
の
希
望
に
応
え
る
以
上
に
、

役
立
つ
布
教
資
料
を
ど
ん
ど
ん
送
っ
て
い
る
。

昨
年
は
護
法
運
動
の
推
進
に
伴
な
い
、
北
米
、

ハ
ワ
イ
で
画
期
的
な
護
法
統
一
信
行
が
実
施
さ

れ
た
。
こ
の
統
一
信
行
に
は
金
山
担
当
部
長
自

ら
が
お
も
む
き
、
宗
門
内
の
一
流
の
護
法
講
師

を
送
り
込
ん
で
、
宗
門
の
慰
撫
布
教
に
対
す
る

姿
勢
を
示
し
た
。
そ
の
効
果
は
、
各
開
催
地
の

信
徒
の
熱
烈
な
歓
迎
と
、
参
加
者
の
感
激
に
如

実
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
布
教
資
料
を
送
れ
ば
、

あ
と
は
開
教
師
に
お
ま
か
せ
と
い
う
の
で
は
な

②

く
、
本
部
か
ら
の
直
接
の
伝
道
が
、
時
に
は
大

き
な
効
果
を
も
た
ら
し
、
遠
く
海
外
に
あ
っ
て

も
、
本
部
と
の
強
い
絆
な
の
上
に
つ
な
が
れ
て

い
る
ん
だ
と
い
う
安
心
感
が
生
れ
、
宗
徒
意
識

が
盛
り
あ
が
る
。

開
教
師
の
養
成

開
教
師
の
養
成
に
つ
い
て
は
、
専
門
委
員
会

で
よ
り
秀
れ
た
開
教
師
を
派
遣
ず
る
べ
く
検
討

し
て
い
る
。
今
ま
で
は
、
一
世
を
基
盤
と
し
て

布
教
伝
道
を
し
て
き
た
が
、
い
ま
や
、
信
徒
が

二
世
・
三
世
に
代
替
り

を
し
つ
つ
あ
る
。
語
学

の
問
題
、
信
仰
の
受
け

と
り
方
、
宗
門
に
対
す

る
意
識
等
、
充
分
に
考

慮
し
た
上
で
、
対
応
で

き
る
技
能
を
培
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。
具
体
的
に
は

日
曜
学
校
な
ど
を
通
し

て
次
代
の
信
徒
養
成
を

は
か
る
こ
と
も
一
方
法

で
あ
る
つ
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
人
材
、
教
材

と
も
に
宗
門
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
強
化
し
て
い

く
方
針
で
あ
る
。

　
今
後
の
紅
教
拠
点
の
進
出
に
つ
い
て
は
、
韓

国
、
台
湾
、
イ
ン
ド
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の

足
が
か
り
は
す
で
に
あ
る
の
で
、
大
き
な
希
望

を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
仏
教
交
流
に
つ
い

て
は
国
際
親
善
の
面
か
ら
も
す
す
め
る
。

　
さ
て
、
日
蓮
宗
で
は
、
開
教
を
海
外
の
み
と

せ
ず
、
国
内
も
開
教
の
対
象
と
し
て
促
ら
え
て

い
る
。
最
近
で
は
団
地
の
林
立
に
よ
り
、
仏
教

離
れ
が
目
立
っ
て
い
る
。
い
わ
ば
、
仏
教
の
過

疎
地
帯
と
い
っ
て
よ
か
る
つ
。
そ
う
し
た
団
地

布
教
を
国
内
開
府
と
と
ら
え
、
新
し
い
布
教
伝

道
の
分
野
と
し
て
の
拠
点
の
設
置
や
、
伝
道
車

に
よ
る
布
教
を
実
施
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

今
度
の
機
構
改
革
に
よ
り
、
教
化
活
動
と
教
区

単
位
で
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
宗
会
で
確
認
さ

れ
た
が
、
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
も
宗
門
の
開
教

布
教
の
積
極
的
姿
勢
が
み
ら
れ
よ
う
。
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三
つ
の
委
員
会
開
く

文
化
専
門
委
員
会

　
全
仏
の
文
化
専
門
委
員
会
は
、
五
月
十
日
午

後
三
時
よ
り
、
芝
・
大
門
横
の
玉
川
で
開
催
さ

れ
た
。
任
期
初
の
専
門
委
員
会
と
い
う
こ
と
も

あ
り
十
五
名
が
出
席
、
自
己
紹
介
の
あ
と
熱
心

に
討
議
さ
れ
た
。

　
一
、
委
員
長
選
出
に
つ
い
て

真
渓
義
貫
氏
を
再
選
し
た
。

　
一
、
文
化
部
事
業
計
画
に
つ
い
て

　
機
関
誌
「
全
仏
」
に
つ
い
て
は
、
「
送
付
先
に

つ
い
て
一
考
す
べ
き
で
あ
る
」
、
「
も
っ
と
個
別

に
出
す
べ
き
だ
」
な
ど
の
意
見
や
、
内
容
面
で

「
高
齢
者
社
会
、
青
少
年
の
悩
み
な
ど
の
問
題

を
取
り
上
げ
た
ら
ど
う
か
」
、
「
毎
号
特
集
を
組

ん
で
や
っ
た
ら
よ
い
」
、
「
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ

が
必
要
」
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
文
化
会
議
に
つ
い
て
は
、
「
も
っ
と
具

体
的
な
問
題
を
や
る
よ
う
に
」
、
「
危
機
意
識

（
老
人
、
青
年
、
精
神
な
ど
）
の
再
確
認
な
ど

を
や
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
と
、
コ
泊
二

日
の
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
」
、
「
会
議
の
成

果
を
宗
団
に
生
か
せ
る
よ
う
に
」
な
ど
の
希
望

も
だ
さ
れ
た
。

　
一
、
そ
の
他

　
キ
リ
ス
ト
教
で
や
っ
て
い
る
「
ま
だ
使
用
で

き
る
も
の
は
教
会
へ
」
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
仏

教
も
や
っ
て
は
ど
う
か
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

（
出
席
者
）
井
上
日
宏
、
伊
藤
完
夫
、
石
谷
馬

事
、
岩
堀
至
道
、
門
屋
大
寿
、
榊
原
帰
逸
、
白

川
良
純
、
塩
入
亮
達
、
島
田
喜
久
子
、
宝
田
正

道
、
中
根
専
正
、
真
渓
義
貫
、
摩
尼
清
之
、
武

藤
義
一
、
若
林
隆
光

国
際
専
門
委
員
会

国
際
専
門
委
員
会
は
、
五
月
十
兀
日
牛
後
一

時
よ
り
、
芝
の
「
玉
川
」
に
て
開
催
さ
れ
、
安

本
局
長
挨
拶
の
あ
と
、
新
委
員
の
紹
介
と
新
ら

し
く
国
際
部
に
入
っ
た
小
峰
主
事
の
紹
介
が
な

さ
れ
議
事
に
入
っ
た
。

　
一
、
正
副
委
員
長
選
出
に
つ
い
て

　
委
員
長
に
柳
日
常
師
、
副
委
員
長
に
西
村
輝

成
師
を
再
選
、
ま
た
副
委
員
長
に
近
藤
隆
敬
師

を
新
し
く
選
出
し
た
。

　
一
、
ル
ン
ビ
ニ
開
発
計
画
に
つ
い
て

　
鎌
田
部
長
よ
り
ル
ン
ビ
ニ
救
援
金
の
進
行
状

況
と
、
五
月
士
ハ
日
に
行
な
わ
れ
た
準
備
委
員

会
の
内
容
説
明
が
あ
り
、
百
四
十
億
の
約
八
十

パ
ー
セ
ン
ト
を
日
本
に
負
担
し
て
は
し
い
と
い

う
ネ
パ
ー
ル
側
の
莫
大
な
要
求
に
対
し
、
全
仏

と
し
て
は
よ
り
幅
を
拡
げ
た
準
備
委
員
会
で
検

討
す
る
。

　
一
、
第
士
二
回
W
F
B
大
会
に
つ
い
て

　
大
会
の
概
要
が
説
明
さ
れ
、
こ
の
大
会
を
記

念
し
て
全
仏
主
催
で
行
な
わ
れ
る
ツ
ア
ー
に
委

員
会
と
し
て
も
で
き
る
限
り
協
力
す
る
。
旅
行

業
務
は
日
本
交
通
公
社
（
ビ
ル
マ
）
と
千
代
田

ト
ラ
ベ
ル
（
ネ
パ
ー
ル
）
が
取
り
扱
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　
一
、
外
国
人
受
け
入
れ
に
つ
い
て

　
最
近
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
か

ら
「
日
本
寺
院
に
て
長
期
滞
在
し
、
日
本
僧
侶

と
同
じ
生
活
を
し
な
が
ら
仏
教
の
勉
強
を
し
た

い
」
と
の
要
請
が
あ
り
、
こ
の
対
処
方
を
協
議

し
、
委
員
会
と
し
て
は
外
国
人
の
受
け
入
れ
ば

各
国
W
F
B
セ
ン
タ
ー
の
推
薦
状
と
、
条
件
を

確
認
の
う
え
対
処
し
、
受
け
入
れ
寺
院
に
は
何

ら
か
の
型
で
感
謝
、
表
彰
す
る
方
針
を
と
る
。

　
そ
の
他
に
、
全
仏
茨
城
大
会
で
決
議
さ
れ
た

「
仏
陀
暦
の
促
進
」
や
、
ア
ジ
ア
難
民
救
援
の

問
題
に
つ
い
て
も
意
見
が
だ
さ
れ
た
。

　
（
出
席
者
）
柳
華
墨
、
西
村
輝
成
、
村
野
宣

忠
、
松
涛
弘
道
、
青
木
孝
彰
、
織
内
七
郎
、
長

田
順
海
、
川
島
宏
之

機
構
改
革
委
員
会

第
三
回
機
構
改
革
特
別
委
員
会
は
、
去
る
四

月
二
十
一
日
午
後
一
時
よ
り
、
妙
心
寺
花
園
会

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
日
野
事
務
総
長
挨
拶
の
後
、
藤
音
委
員
長
欠

席
の
た
め
小
沢
副
委
員
長
を
座
長
に
選
出
し
議

事
に
入
っ
た
。
ま
ず
、
中
村
部
長
よ
り
前
回
委

員
会
の
経
過
報
告
が
あ
り
、
引
き
続
き
以
下
の

事
項
に
つ
い
て
審
議
が
な
さ
れ
た
。

①
前
回
委
員
会
の
継
続
審
議
事
項
に
つ
い
て

　
会
長
の
職
務
権
限
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
会

長
は
象
徴
で
あ
り
、
法
人
の
貴
重
は
理
事
長
に

あ
る
こ
と
を
確
認
、
寄
付
行
為
中
に
あ
る
「
委

嘱
す
る
」
を
「
認
証
す
る
」
と
し
た
方
が
よ
い

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
他
、
寄
付
行
為
の

字
句
の
若
干
の
修
正
が
な
さ
れ
た
。
引
き
続
き

具
財
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会
長
、
副
会
長
の
選
出
の
枠
を
広
げ
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
審
議
が
な
さ
れ
、
現
在
の
二
年
任

期
を
一
年
任
期
と
し
て
枠
を
も
っ
と
拡
げ
、
特

に
、
副
会
長
に
つ
い
て
は
宗
派
だ
け
で
は
な
く
、

二
仏
、
団
体
に
ま
で
枠
を
広
げ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
な
お
、
理
事
長
に
つ
い
て
は
、
理
事
会
に

お
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

②
事
業
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
理
事
会
等
に
お
い
て
、
事
業
計
画
を
見
直
し

す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
り
、
事
務

局
に
お
い
て
各
局
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
鹿
討

し
た
結
果
を
報
告
、
審
議
が
な
さ
れ
た
。
主
に

「
時
局
対
策
部
」
を
新
設
す
る
か
ど
う
か
を
中

心
に
話
し
合
わ
れ
た
が
、
今
後
は
時
局
対
策
が

二
仏
の
中
心
的
事
業
に
な
る
と
の
見
方
か
ら
、

部
の
設
置
に
は
異
議
は
な
か
っ
た
。
但
し
、
時

局
対
策
は
総
務
局
で
扱
う
べ
き
だ
と
い
う
意
見

が
あ
り
、
ま
た
、
部
の
名
称
に
つ
い
て
も
考
慮

を
要
す
る
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

　
尚
、
五
月
に
再
度
委
員
会
を
開
き
、
中
間
答

申
案
を
理
事
会
に
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
。

〈
出
席
者
V
小
沢
照
繕
（
智
山
）
　
阿
部
博
邦

（
曹
洞
）
　
岩
脇
宏
信
（
豊
山
）
　
伊
東
康
雄

（
浄
土
）
　
土
屋
孝
喜
（
妙
心
）
　
豊
田
英
世

（
日
蓮
）
　
小
泉
宗
和
（
西
・
加
音
代
理
）

…
：
陰
鵬
聡
掲
緑
押
伍
週
…
…

宍圭主＋

日日日日

十
九
日

辛先西園

日日日日
文
化
専
門
委
員
会

局
内
会
議

監
査
会

ル
ン
ビ
ニ
準
備
会

セ
ン
タ
ー
設
立
委
員
会

機
構
改
革
特
別
委
員
会

国
際
専
門
委
員
会

日
宗
連
理
事
会

局
内
会
議

理
事
会

同
和
特
別
委
員
会

大
阪
府
仏
へ

崎
妻
，
‘
蓄
．
一
豊
レ
5
5
；
孟
菖
『
塗
夢
，
邑
．
｝
罪
p
忌
垂
ξ
暮
雲
レ
‘
δ
玉
5
δ
．
5
5
塾
）
箏
；
δ
‘
婁
5
～
垂
一
監
垂
一
濫
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

幡崎紬紬

表
紙
の
写
真

1
1
念
仏
行
脚
1
1

醐　

ﾃ
来
、
浄
土
宗
に
お
け
る
念
仏
行
は
、
行

‘
を
難
行
道
と
易
行
道
に
分
け
る
中
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第13回世界仏教徒会議（WFB）タイ大会記念
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WFB大会参加と WFB大会参加と

ビルマの旅 ネバールの旅
期日　11月21日～28日 期日　11月21日～30日
費用　338，000円 費用　345，000円
成田一バンコクー水上マーケットーWFB大 成田一バンコクー市内観光（エメラルド寺院

会出席一ラングーンー市内観光（スーレパコ ・王宮他）一WFB大会出席一カトマンズー

ダ他）一パガンー王朝遺跡一アーナンダ寺院 バイラワールンビニーポカラーチベット部落

一マンダレー一マンダレーヒルーラングーン 一カトマンズー市内観光（クマーリー寺院他）

一ペグー一バンコクー成田 一バンコクー成田
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●お問合せは取扱い旅行社へ ●お問合せは取扱い旅行社へ

主催　全日本仏教会 主催　全日本仏教会
（取扱い旅行社） （取扱い旅行社）

日本交通交社日本旅行東京中央支店2課 千代田トラベル
東京都千代田区神田鍛冶町3－3　大木ビル4F 東京都港区南青山5－6－20　千成ビル

TELO3－257－8421 TELO3－407－3612
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